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論文審査の要旨及び担当者 
 
報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Evaluation of the Translation Distance of the Glenohumeral Joint and the 
     Function of the Rotator Cuff on Its Translation: A Cadaveric Study 
     （肩甲上腕関節運動中の上腕骨頭変位と求心位保持に腱板機能が与える影 
      響：屍体研究） 
 
 
 本研究では、モーションキャプチャシステムを用いて新鮮凍結屍体における肩甲骨関
節窩に対する上腕骨頭の移動距離および移動範囲について腱板機能が与える影響を検討
し、腱板の状態によって上腕骨頭の移動距離および範囲に影響を与えること、肩甲下筋
が上腕骨頭の求心位保持に重要な役割をしていること、棘下筋が上腕骨頭の上方移動を
抑制していることを明らかにした。 
 審査ではまず、新鮮凍結屍体の年齢や固定方法、既往歴などによる影響について問わ
れた。既往歴については、事前に腱板断裂や変形性関節症がないことを確認しており影
響は少ないと考えられるが、年齢については高齢であり影響がないとは言い切れないこ
と、固定方法については新鮮凍結屍体を用いた同じような研究が多数存在するためある
程度の妥当性は担保されていることが回答された。実験の際に腱板にかけた重錘の重さ
および割合の決定方法についての質問には、過去に解剖学的な報告で腱板の筋量および
筋力を測定した報告がありそれを参考にしたと回答された。また、肩甲骨を傾けた固定
台を用いた点や、それによる重力の影響についての質問には、上腕骨が肩甲骨と衝突し
ないように注意したため45°傾けたが重力の影響は否定できないと回答された。実験では
胸郭から起始する筋は切離し、切離していない筋も腱板以外には錘をかけずに行われて
いるが、使用したモデルでは生体での運動とは異なるのではないかとの指摘には、全身
屍体を本モデルで用いるにはマーカーを設置したあと全身屍体をＣＴ室へ移動させなけ
ればならず現実的には難しいため切離したモデルを使用したこと、また予備実験では腱
板以外の筋である三角筋に重錘を吊るしたが、スムーズな肩甲上腕関節運動が再現でき
ず断念したと回答された。肩甲骨を固定して得られた本研究結果をどのように臨床に
フィードバックするのかという質問には、実際には肩甲胸郭関節、肩甲上腕関節など複
数の運動で肩関節運動は成り立っているが、本研究のように個別に得られた情報を組み
合わせて総合的な理解を深める必要があると回答された。他動的に各方向の最大挙上位
にしてから振り子運動を行っているが再現性があるのか、また内外旋については考慮し
ているのかという質問には、同一検者が行っているが、検者内の誤差があることは否定
できないこと、母指が必ず上を向くように挙上しているが、内外旋については考慮して
おらず、本研究の限界であると回答された。 
 以上、本研究にはいくつかの検討すべき課題が残されているものの、腱板の状態に
よって上腕骨頭の移動距離および範囲に影響があること、肩甲下筋が上腕骨頭の求心位
保持に重要な役割をしていること、棘下筋が上腕骨頭の上方移動を抑制していることを
明らかにした点で、有意義な研究であると評価された。 
論文審査担当者   主 査 整形外科学 中 村 雅 也 
     スポーツ医学 松 本 秀 男     解剖学 仲 嶋 一 範 
リハビリテーション医学 里 宇 明 元 
学力確認担当者：岡野 栄之 審査委員長：松本 秀男 
 試問日：平成３０年 ６月２０日 
河 野 友 祐 
